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高度医療 026 「転移 。再発を有する腎細胞癌に対するピロリン酸モノエステル

誘導γ δtt T細胞と含窒素ビスホスホン酸を用いた癌標的免疫療法」に関する

意見

既に第 17回高度医療評価会議で述べたことは多くは省略いたします。

転移・再発の腎細胞癌の治療サイ トカイン療法、分子標的薬が使用されてい

ますが、その効果には限界があります。今回申請 された治療法は既存の免疫療

法と比較 して癌抗原の微妙な違いに対応できるγ δtt T細胞を活性化すること

により抗腫瘍効果を期待するものです。

またγ δttT細胞を活性化するために 2メ チル 3ブテニル 1ピロリン酸を用

いているが、既存の薬剤に比べ格段に高い培養効率が得 られています。

さらに腫瘍細胞を標的化することにより、抗腫瘍効果を高めると申請者は述

べています。

本治療は、高度医療 として値するものであり、限界のある腎細胞癌治療の現

状において、症例を重ねることが望まれます。

高度医療評価会議

技術委員 出口 修宏

38


